





















第 2 063 号
昭和 45 年 4 月 20 日
医学研究科外科系


















患者は70例、 106骨頭である(本邦最多)。男51例 (72.9% )、女19例 (27.1 %)で、 36例 (51.4%) 
の多数に両側例をみる。発病年令は14才から 72才 (30代から 40代の聞が最多)、外傷歴のあるものが17









「レ」線像に病変が出現するのは、初発症状から 1 カ月ないし 3 カ月の聞である。骨頭の変形をき
たすものは、 I 型(典型的なもの77骨頭)、 H 型(非典型的なもの19骨頭)、骨頭にほとんど変形をきた
さないものは、田型(分界線の不明瞭なもの 8 骨頭)、町型(分界線の明瞭に出現するもの 2 骨頭)、以
上の 4 型に分類される。また骨頭に変形をきたす経過をとるものを、その病期から分類すると、
① 初期( 9 骨頭) :骨頭内のみに変化のみられる時期:発症後1 カ月から 15カ月(平均6.2 カ月)
② 中期 (39骨頭) :骨頭に変形のみられる時期:発症後 4 ヶ月から 24カ月(平均 l 年 4 ヶ月)
③ 末期 (48骨頭) :骨頭の変形と白蓋の変化がみられる時期:発症後 1 年から 19年(平均 3 年)
〈町〉大腿骨頭骨髄造影について
手術前の骨頭60と手術後の骨頭11 に造影を行なった。造影法は松本(1966) 、浜田(1968) の方法に
準じた。
①初期例( 6 骨頭) :骨頭は硬く、血液の逆流はないが、造影剤の注入は比較的容易で、注入
時の痛みはない。造影像は10分経過しでも消退せず、いちじるしい血行障害と診断される。
② 中期例 (26骨頭)、末期例 (22骨頭) : 1 型 (36骨頭)では、頭項部の分離された壊死部は非
常に硬く、血液の逆流もなく虚血状態と診断されるが、壊死部以下では血流が認められる。 II 型(12
骨頭)では、骨頭は硬く血液の逆流はみられるが、造影剤の消退はいちじるしく遅延し血行障害と




①初期例( 9 骨頭) : 1 . II 型では deep branch は細いか途絶している。 proximal nutrient 
branch は認められなし」しかし困・町型では、ほぼ正常の動脈像を示す。
② 中期例( 7 骨頭) :ほぼ正常の動脈像を示す。
③ 末期例( 6 骨頭) :ふたたび初期のように deep branch は細くなり、 proximal branch が認
められなくなってくる。
(VI) 病理所見について
























に有茎骨釘挿入術を行なった 4 例は、 2 カ月後には骨頭壊死部に血流の再開が骨頭骨髄造影法によっ
て確認されており、いままでの手術法には類をみない本態的治療法の面白を発揮したものといえよう。
〔総括〕
1 .大腿骨頭特発性虚血性壊死70例、 106骨頭を「レ」線像をもとに病期、病型により分類し各病型、
病期における本症の状態を検討した。
2. 患者は40才代を項点に働き盛りの男性に多く、半数以上が両側性であり、アルコール常用者が
半数を占める。
3. 初期症状は膝から大腿にかけての「痛み」ないし「つっぱり感」であり、早期診断は大腿骨頭
骨髄造影法によって可能である。
4. 治療は手術が主体となるが、従来の方法では十分満足すべき成績をあげることは困難で、ある。
5. 新しく開発された有茎骨釘挿入術は、この疾患の本態からみて、有効な手術法であると考えら
れる。
論文の審査結果の要旨
この研究は、 70例の大腿骨頭特発性虚血性壊死を集めその臨床像をよく究め、極早期の診断を大腿
骨頭骨髄造影法によって可能ならしめ、大腿骨頭動脈造影によって予後を推測せしめている。それに
加えて有茎骨釘挿入術によって、本疾患を本態的に治療しうることを明らかにしている。
よって、本研究は、医学博士の学位にあたいするものであるものと認める。
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